
は じ め に

日本養護教諭教育学会発刊の「専門領域に関する用語の解説集」では、養護
学とは、養護教諭の専門性を支える理論と技術の学問体系であると定義されて
います。また養護教諭の実践の集積による実践科学の確立が必要と述べられて
いますが、学問体系化は今後期待されるところが大きいのが現状です。
近年学校現場では、様々な子どもの発育発達や疾病、特性に配慮した特別支
援教育が進められ、養護教諭は、その専門職としての力量が求められています。
しかしながら、多くの養護教諭は学校に単数配置が一般的であり、それら健
康課題の改善を行うために、単純集計の数字を超える研究は実践されにくい状
況があります。また、職務方法の改善に関する書籍は多数ありますが、実態を
分析する研究に関するガイドブックは少ない状況です。　
本書は養護教諭が一人で実践研究を進めたり、グループで進めるための研究
指針となる内容を編集し、学会発表ができることを目標としたテキストです。
各章では、健康・教育学などに関心のある一般の読者向けに、健康問題・教育
問題の現在を、調査研究の成果を用いてわかりやすく説明しています。
養護教諭の職務や役割は、多岐にわたり多様です。2008年の中央教育審議会
答申では、養護教諭の職務が書かれた箇所に、その役割を「現在」として「救
急処置、健康診断、疾病予防などの保健管理、保健教育、健康相談活動、保健
室経営、保健組織活動など」と解説しています。これらの職務実践は、様々な
子どもを取り巻く社会現象の中で、子どもたちの「養護をつかさどる」実践の
分析から理論が生まれています。そして、今後学校の枠を超えた「新しい養護
学」を作り上げていくための一助となることを願って本書を企画いたしました。
ぜひ本書が、読めばできる養護教諭の研究のガイドとしてお役に立てればと
願っています。

大野泰子
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健康を科学する実践研究
─読めばできる養護教諭の研究ガイド─
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